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糖尿病の歴史
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～ SGLT2阻害薬の歴史②～
　前回に引き続きSGLT2阻害薬について解説します。SGLT2阻害薬は、血液中のブドウ糖を尿に排泄させて血糖値を低下させる薬です。日本では、発売され
た順に、2014年4月イプラグリフロジン（商品名：スーグラ）、2014年5月ルセオグリフロジン（ルセフィ―）、ダパグリフロジン（フォシーガ）、トホグリフロジン（デ
ベルザ）、2014年9月カナグリフロジン（カナグル）、2015年9月エンパグリフロジン（ジャディアンス）の6種類のSGLT2阻害薬が使用されています。
　SGLT2阻害薬は、当初2型糖尿病の血糖値を低下させる薬として発売されました。その作用の特徴は、血糖値を低下させるとともに、体重を減らす作用があ
ることです。これは、尿にブドウ糖を排泄することから、エネルギーを損失するためです。SGLT2阻害薬により1日に約50～ 80gのブドウ糖が尿に排出され、
1日に約200～320kcalのカロリーを失うことになります。SGLT2阻害薬を半年～ 1年間使用す
ると、約2～ 4kgの体重減少がみられると報告されています。
　その後SGLT2阻害薬は、他の疾患や合併症にも有効であることが分かってきました。まずは
1型糖尿病に有効であることが示されました。1型糖尿病ではインスリン分泌が低下し、ほぼ無い
こともあります。SGLT2阻害薬は、インスリンとは関係なく作用するため1型糖尿病でも血糖値
を低下させます。日本では、2018年12月イプラグリフロジンが、2019年3月ダパグリフロジン
が1型糖尿病への適応を承認されました。 
　次に、多数の2型糖尿病患者を対象とした臨床試験で、SGLT2阻害薬は主要心血管病（心血
管死、心筋梗塞、脳梗塞）を明らかに抑制することが報告されました。つまりSGLT2阻害薬を服
用していると心血管病の発症が減ることが分かりました。さらにSGLT2阻害薬は心不全による入
院や死亡を減らすことが示されました。その後、糖尿病の有無にかかわらず心不全の患者を対象
とした試験で、SGLT2阻害薬は心不全による入院や死亡を減少させることが確認されました。こ
のため最近では、糖尿病の有無にかかわらず心不全の患者にSGLT2阻害薬が使用されるように
なりました。日本では、2020年10月ダパグリフロジンが、2021年11月エンパグリフロジンが
慢性心不全に適応となりました。
　また、2型糖尿病患者を対象とした試験で、SGLT2阻害薬は腎機能の悪化や透析の導入を明ら
かに減らすことが報告されました。つまりSGLT2阻害薬の服用により透析が予防できることが分
かりました。さらに、糖尿病の有無にかかわらず慢性腎臓病の患者を対象とした試験で、SGLT2
阻害薬は腎機能の悪化や透析の導入などを減少させることが示されました。このため最近では、
糖尿病の有無にかかわらず慢性腎臓病の患者にSGLT2阻害薬が使用されるようになりました。日
本では、2021年8月ダパグリフロジンが、2024年2月エンパグリフロジンが慢性腎臓病に適応
となり、2022年6月カナグリフロジンが2型糖尿病を合併する慢性腎臓病に適応となりました。
　このようにSGLT2阻害薬は糖尿病の合併症予防に有効なだけでなく、糖尿病の有無にかかわ
らず心不全や慢性腎臓病に有効であることが分かり、実際に広く使われています。一方でSGLT2
阻害薬により、脱水症、尿路感染症、性器感染症、ケトアシドーシスなどの副作用が生じる可能
性があり、使用に際しては注意が必要です。
参考文献： 1）ChatGPT (Open AI. 2025年9月28日)．2）桑原宏一郎．Therapeutic Research 2022；43：283-293．3）深水圭．日内会

誌 2023；112：761-768．

糖尿病療養指導士 工藤 優子

Enjoy cooking

【材料1人前（ｇ）】
しいたけ・・・・・・・ 20
ほうれん草 ・・・・ 80
炒り黒ゴマ・・・・・ 2　     　　　　　　　　
ラカント・・・・・・・・ 4
しょうゆ・・・・・・・・ 5（小さじ1弱）

●36kcal
●蛋白質3.2ｇ
●脂質1.5ｇ
●炭水化物4.4ｇ

―しいたけとほうれん草のごま合え―

食事の基本は、主食（ごはんなど）主菜（魚や肉など）
副菜（野菜や海藻やきのこなど）をそろえ、副菜から食べる

Enjoy cooking
管理栄養士　酒井 百合子

　フットケアは足を観察することから始まります。
　日ごろから自分自身で皮膚の色や腫れ、水虫やたこ、
傷やひび割れがないかよく観察することが、足の病気の
予防になります。自分にあった足の観察方法を見つけま
しょう。
　お風呂で足を洗う時は、まず温水でよく湿らし、タオ
ルやスポンジで泡たてて、足全体を手と泡で洗います。

足の指の間もていねいに洗います。洗ったら十分に洗い
流し、しっかりと拭き取ります。十分に拭き取ったあとは、
乾燥を防ぐため適量のクリームやローションを使用すると
効果的です。
　爪切りをすると時は、深爪、巻き爪に注意しましょう。
　正しい爪の切り方（さかえ　2023年12月号）①長さ
は指と直角に。 ②中央に向かって左右からやすりをかけ
る。③爪の角は丸く。

　足を観察して、おや ？ っと思ったら早めに医療スタッフ
に相談しましょう。　

自分で行うフットケア　

　秋に旬を迎える代表は、きのこ類です。現在は、工場栽培がほと
んどで、一年中食べることができます。価格変動も少なく、安価で手
に入ります。きのこ類は、食物繊
維が豊富で、腸内環境を整えたり、
血糖値の急な上昇を予防します。
また、βグルカンを含み、免疫力を
上げる効果も期待できます。
　今回は、ほうれん草と組み合わ
せ、食物繊維の他に、βカロチン
やビタミンＣも豊富に摂れる胡麻
和えを紹介します。

【作り方】
1しいたけは千切りにし、ほう
れん草は５センチに切る。

2鍋に湯を沸かし、少量の塩を
入れ、しいたけを入れゆでる。
しいたけに火が通ったら、ほ
うれん草を入れゆでる。

3 2を水にさらし、ザルにあげ、
水気をしぼる。

4 ボールに炒り黒ゴマとラカン
トとしょうゆを入れ、よく混ぜ、
3を加えて合える。
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長さは指と直角に 中央に向かって
左右からやすりをかける

爪の角は丸く

① ② ③



　開始してから2時間余り、諦めずにキャストを繰り返しているとスイング中
に突然「ゴン ！ 」「ゴン ！ ゴン ！！ 」とフライをひったくるようなあたり ！！ そ
の後、下流へ猛ダッシュしたかと思うと今度は右へ走る。強い ！！ ダブルハン
ドロッド  （Loop7X ＃7）がグイグイと満月にしなる。感覚的に「これは ！！ 」
「鮭とは違う ！！ ？ 」また下流へ走る。すごい引きだ。だいぶんラインを出さ
れてしまい、なかなか下流からこちらに寄ってこない。10分経っても魚と私
とのロッドを介した力比べが続いた。
　20年の私の釣りの歴史の中でこんな魚をかけた記憶がない ！！ 75cmのス
ティールヘッドより、ある意味手ごたえがある。ロッドの太さや長さが違って
はいるがパタゴニアの120cmを超える巨大なキングサーモンより敏捷で強い
気がする。腰まで川に立ちこんでいるので「どこでランディングすればいい
だろう？」と素早く後ろを振り向きながらラインにプレッシャーをかけ続ける。
ガイド氏から借りた英国製の Harady pefect というリールがキーン ！ キーン 
！ と大きく鳴っている。大きな高い音調で鳴るので気持ちはよいが、ディス
クブレーキではないので私がいつも使っている Einarson（アイスランド製の
リール）に比べるとドラグ（一定以上のスピードで魚にラインが引き出され
ないようにする機能）の効きが悪い。上手側の左手の人差し指と中指でサミ
ング（指でラインを抑えてラインが出ていかないようにブレーキをかけること）
しながらなんとか下流へ一気に逃げられることを防いでいた。以前にほぼ同
じ場所で「これは ！ 」と思われる魚を一匹バラしているのだ。「絶対に逃が
すものか！」力比べで下流に逃げようとする魚をゆっくり、ゆっくりではある
が寄せてきた。ここまでに15分はかかっている。ようやくだいぶ近くに寄せ
てきたところで、もう一度「ガンガン ！ 」「ゴン ！ ゴンゴン ！ 」と魚が下流に
向かって頭を振り、力を振り絞って激しく引く。「こんな魚。みたことない ！！ 」
そう思いながらサミングをおもいきりかけた瞬間、「アッ ！ ……」
　ラインが力を失った。…口切れしてしまったようだった。ここまで来ながら
何ということだろう ！ …「クッソゥ～ウゥ～ ！ 」
　「 Hardy Perfect リール はもう2度と使わないゾ ！ 」と心に決めた。ディス
クドラグがきちんとかかる Einarson Invictus（私の持っているドラグのよく利
くリールの名前） でこの次こそキャッチしてやる。」「覚えておけよ～ ！ ブタニ
ジ～ ！！！ 」3匹目のブタニジ（多分）もバラしたが、「いつかきっとキャッチ
してヤルゾ～ ！ 」、「今回はこれくらいにしてやるが、次はそうはいかないか
らなぁ…。その日まで待ってろよぉ ！ 」そう思いながら増水した天塩川を後
にしたのだった。
　その次に天塩川本流の「ブタニジ」を狙って来道したのは2024年11月

10日だった。「ブタニジ」狙いはこれで5回目だ。しかし、天塩川は今回も
釣り人に気難しく、道北地方は前日の雨の影響が残りどの河川も増水と濁り
がひどかった。ガイド氏と相談して11日は本命である天塩川の中流域での「ブ
タニジ」を諦め、河口域でのイトウ狙いに変更となった。大物一発狙いの
釣りだ。ガイド氏の読み通り下流域の濁りはそれほどでもなく、河口域のポ
イントで昼過ぎから4時半まで10番のダブルハンドロッドで釣り続けた。釣れ
てもよさそうに思えたが、 No bite 。前回この場所でメーターオーバーのイト
ウを釣っていたが、幻の魚がそう簡単に次々に釣れるはずもない。北の方
角には利尻富士が遠くだが、はっきりと見え（写真1）、西には雄大な夕焼
け（写真2）。雲一つなく、また周囲に建物もほとんど見られない空に、晩
秋の夕焼け空の色が刻々と変化していった。西方向の空全体がオレンジ色
で、地平線の方がわずかに明るくて上方向に行くほど群青色の深みを増すグ
ラディエーション。徐々に空全体が深いオレンジ色へと変わっていく絶景だ。
私はとくに晩秋の夕焼けや空の色が好きだ。その透明感のある絶景を瞼に
焼き付け、釣れなかった腹いせに、名寄の常宿のホテルに戻ってから、近
くのうまくて安い焼き肉を腹いっぱいに食べたのだった。明日のリベンジを
心に誓って… ！
　第2日目の天候は曇り。今日は雨の影響はないだろうと我々は勇躍天塩川
に向かった。しかし、今度は前日深夜から天塩川上流の岩尾内ダムで放流
を始めたらしく、中流のカヌーポート（美深橋）周辺の川は茶色くごちゃ濁り。
まったく釣れる状況ではなかった。私のヤル気も一気に萎えるほどだった。
それでもガイド氏は「釣ろう ！ 」と言ったが、私は「別の川に変更したい」
と真剣に思った。だが考えてみると今回の釣行には重くて歩きにくいネオプ
レーンウェーダーしか持参していなかったことを思い出し、あまり気は進まな

かったが天塩本流の中流域でとりあえず竿を出すことにした。支流
の流れ込みを中心にフライを流したが、やはり No bite ｡ 釣れな
いのでガイド氏が自動車の横で携帯式ガスコンロを使って湯を沸か
し、昼食にカップラーメンを食べさせてくれた。そのまま30分ほど
一人でカヌーポートから天塩川の様子をボーッと眺めていた。一匹
の雁が上流から私の近くまで流されて来て、茶色の流れの中に一
度、二度と潜ってから音もなく飛び立っていった。天塩川は川幅の
中央付近に小島のようになった場所があちこちにあってアイヌ語の
「簗（やな）のように見える場所がたくさんある河」という名前もむ
べなるかなと思えた。滔 と々水を湛えて、今日は増水のためにクリー
ム色から茶色に濁ってゆったりと流れている。その様子を少し高台
のカヌーポートのある公園から侘しく眺めていると不思議に悔しさ
や悲しみよりも今までの人生の長い月日と今ここに自分がいる幸せ
が胸に迫って来るように感じた。　　　　　　　　　 （次号へ続く）

　今回は「ぶっとい」ニジマスの話です
　2024年10月17日はイトウ狙いで天塩川のポイン
トへ向かった。しかし、残念ながら No bite 。その
日は名寄（旭川の北の町）のいつものホテルに泊
まった。翌18日は朝起きてみると曇りで、小雨がパ
ラついている。前日の夜から明け方まで全道でかな
りの雨が降ったようで、近隣河川はどこも増水して
釣りになりそうにない。釣りはこんな日も多々ある…。
雨のため他のポイントでは釣りが成立しないと思わ
れたので、「駄目もと」で天塩川の美深橋まで偵察
に向かった。ここのポイントは今までに10回以上は
釣りに来ている。川の状況を見るだけになるだろう
と予想されたが、行ってみると意外や意外、天塩川
本流はやや増水はしているものの思ったほど濁って
いない。これなら何とか釣りにはなりそうだ ！
　私は渓流でのニジマス、本流でのアメマスとは相
性がいい。自分で言うのも気がひけるが、平均的
なフライフィッシャーに比べて、かなり多くの大物を
キャッチしてきた。渓流で60cmオーバーのニジマ
ス10匹以上（写真1～ 4）、天塩本流（写真5）や網走川（写真6）のアメ
マス70cmオーバーも数匹をキャッチしている。2024年にはイトウのメーター
オーバーもキャッチした。ただし、それらの釣果は私の釣りの実力というわ
けではなく、ガイドの力量と釣運が滅法いいことに起因している。
　しかし、この天塩川に生息する70cmオーバーのニジマスはまだ一尾も
キャッチしたことはなかった。天塩川本流の豚のように太った大きなニジマ
ス。これを私の釣友達は「天塩のブタニジ」と呼んでいる。過去2回「これ
は… ！ 」というヒットを経験したが、2匹ともかかった直後にバラして（逃げ
られて）いる。
　まず右岸のカヌーポート上流からの50ｍほどの流れの筋をふた流し。
7番のダブルハンドロッド（両手を使って投げるフライ用の竿）を使ってス
ウィングさせて魚を誘うが、No bite ！ 鮭はウヨウヨ見えるが、ニジマスは食っ
てこない。
　魚の気配がないのでけりをつけて左岸に入ることにした。まだ川に濁りは
それほど入っていなかった。少し水位が上がってきている感じはするが、釣
れそうないい雰囲気だ。30分ほどオフショルダーキャスト（利き手の逆サイ
ドから竿を振ってのキャスト）で左の岸際を攻めるが、ここでも No bite だっ
た。鮭が何十匹、何百匹と産卵行動をとっていてペアで産卵床を作っている。
私の立ちこんでいる周辺の水面・水中も騒がしい。産卵行動中の鮭は、

人を恐れることはもうない。釣り人を避けるどころかぶつかってくるものまで
いる。産卵を終えてすでに絶命してしまった個体もところどころに散見される。
昨年、一昨年のこの時期はこのあたりの川辺は絶命した鮭だらけで、天塩川
の川辺に近寄っただけで川辺には死んだ鮭の腐乱臭が立ち込めていたこと
が思い起こされる。ここにいるすべての鮭が4年の歳月、日本海 → ベーリン
グ海 → 北太平洋と何千キロの大海原を回遊し、かつ激烈な生存競争を勝
ち抜いて、母なる天塩川での生涯最後の栄誉をかけて命をつなぐ営みに参
加している猛者なのだ。そう思うと一匹、一匹に　尊敬に近い思いが湧いて
来る。また大自然の営みを垣間見させてもらっている今の自分の幸運を思い、
感謝の念を感じずにはいられなかった。
　左岸に入ってから1時間ほどして80cmほどのオスの鮭が釣れた。私の狙
いは「ブタニジ」だ ！ 狙って鮭を釣ることは法律違反なので写真も撮らずに
水中でリリースする。鮭とニジマスでは針がかりしてからの動きがかなり異
なる。大型のニジマスは動きが敏捷で「ゴン ！ ゴン ！ ゴン ！ 」と短い周期
で激しく頭を振る。猛ダッシュしてジャンプすることもまれではない。それに
対して鮭は力強いが、円を描くようにぐるぐると同じ流域をややゆっくりと泳
ぐことが多い。それでも見分けがつかずに予想が外れることもある。その後、
鮭が一匹かかったが、肝心の「ブタニジ」はまだ来ない。

 （次号へ続く）

　釣りはギャンブルで、こういう日もままある。ガイドはどうしてもまだ頑張ろ
うと言う。ガイドはゲストのヤル気が低下したり、集中力が低下してくると「い
い流れになってきました。」「今日は釣れると思う」「ここからが、この釣り場
のポイントの核心です」などと励ましてくれる。しかしこの日に限っては、ガ
イドもそういった言葉をかけてはこなかった。状況が最悪に近いことは私で
もわかったが、「とにかく竿を出さないことには絶対に釣れることはないの
だ！」と心に念じてポイントをかえて釣りを続けることにした。鮭はどこに行っ
てしまったのだろう。3週間前にはウヨウヨいたのに、今日は川辺のホッチャ
レさえほとんど見られない。1週間前の大雨で大増水して全部流されてしまっ
たのだろうか ？
　次のポイントで最初は腰まで入水してのキャスト。やわらかめのロッドと水
深が深いせいでうまくキャストできない。  No bite 。次に右カーブのポイント
へ。こちら側の流れがゆっくりでフライを自然に流すのが難しい。すぐに川
底の岩に根がかりしてしまう。しかし、このあたりにだけは鮭の産卵最終グ
ループが残っていて、スウィング中にもリトリーブ中にも何回も擦れがかり（口
ではなく、別の場所にたまたま針がかりして偶然釣れてしまうこと）する。鮭
に4号ラインを切られ、6号ラインに変更した。鮭をスレがかりで4匹釣った。
そのほかにもスレがかりは10回以上あったと思う。もちろん全部水中でリリー
ス。「アタッタ」と思ってもすぐに合わせずに、針が鮭の皮膚を貫通して刺さ
らないようにするコツを覚えて、それがだんだん上手になって来た。でもこ
れでは何のために釣りをしているのかわからない気もする。その後も粘って
キャストを繰り返す。始めてから2時間。気がつけば今日も朝9時からすでに
7時間が経過している。69歳の老人としてはそろそろ体力の限界だ。疲れて
全身が重だるくなってきたし、冷たい川にずっと立ちこんでいるので両足先
がしびれてきた。小便もしたくなってきた。ちょっとトイレに行くため釣りを
替わってもらおうとガイドに声をかけてロッドを渡そうとした瞬間、ロッド全体
が流心に向かって左方向に「グイッ」と引かれたような気がした。「…まーた
鮭がスレでかかっちゃったよ ！ 」ロッドがしなる。胸から腹に針がかりしたよ
うで尾鰭を見せてバシャバシャと暴れている。直後に水面上に軽くジャンプ
してまた尾鰭が見えた、さらに体全体を見せながらジャジャンプ ！「勢いの
いい鮭だなぁ ！ 」ジャンプしたときに何かオレンジの色のような明るい色の
模様が腹から尾鰭の周辺に見えたように感じた。この時期の鮭は腹の部分が
白く見えるのが普通だ。「アレッ ！ ？ 」「何これ ！ 」重さと引きの強さはいつ

もの鮭と変わらないけど
何回も「ゴンゴンゴン ！ 」
と頭を振っているのが伝
わってくる。ちょっといつ
もと違うのかな ？「アレ ？ 
…アレ ？ …」　魚を強引
に上げてくると、今度は
赤いレッドバンド（ニジ
マス特有の胸から腹への
帯状の赤色）のような線
が見えた。「コレは ！！ 」
「ニジマスかも ？ ！ 」ま
たジャンプ！魚は暴れる。
慎重さなく強引に寄せて
きたが、これこそが狙っ
ていた「ブタニジ」かも

知れない。気がつけば既にかなり近くの距離まで魚は寄ってきていた。私は
急に怖くなった。ガイドも「ブタニジ」だと気付いていて、声高にしかし冷
静にランディングへの指示を出してくれた。右岸の砂利の岸に向かってにじ
り下がる。魚はなおも下流に流心にと必死の抵抗を試みる。すぐそばまで寄っ
てきた「ブタニジ」。優に55cmは超えていそうだ。ロッドの破損を回避する
ためにロッドティップを上げて、さらに上手（左腕）を上げて大きな満月を作っ
てさらに右岸に寄せた。
　近くに寄ってきた魚は頬が真っ赤だった。もう4時過ぎの薄暮のなか、黒
みがかった全身で、ザクロのようにほほが真っ赤に光って見える。ガイドが
下流に回り込んでくれて、なおも逃げようとする「ブタニジ」を二人で息を
合わせてネットに誘導し Net in 成功 ！（写真3）
　魚体はさっき思ったよりもずっと大きい。「ついにヤッタゾ ！！ 」ちょっと信
じられない気持ちはあったが、一気に達成感がこみあげてくる。体側には胸
から腹にきれいな Red band 。腹は相当でっぷりしている。さすが、これが「天
塩のブタニジ」だぁ。体高が高いだけでなく尾鰭がとてつもなく大きかった。
写真を撮ろうとして掴もうとしても太くてなかなかうまく持てない。何回かトラ
イしてやっと尾鰭の根元をつかんで写真を撮った。（写真4）背中には黒い
小斑点がびっしりしていて原種であるニジマスの特徴。顔はザクロ色の頬が
きれいだった。その赤色と鼻曲がりのいかつい顔のアンバランスがまたカッ
コイイ。迫力ある顔だが、全体がきれいで素晴らしいプロポーションとスタ
イルだった。（写真5）
　私にとってもガイドにとっても至福の時だった。写真撮影が終わり、気が
つけばすでに周囲は日が暮れてからだいぶん経っていて、もう真っ暗になる
寸前だった。朝は絶対無理だと思っていたのに…。これだから人生はやって
みないとわからない。そう思った。

天塩川のブタニジを求めて ❸
則武内科クリニック 副院長　則武 昌之
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